
岐阜県家庭教育学級実践事例報告書 

 

学 校 名 等 美濃加茂市立下米田小学校 

実 施 日 時 令和６年１０月２１日（月）～１０月３０日（水）  

会 場 各家庭 

参 加 人 数 全校児童とその保護者 

学習課題（分野） 親と子の心の交換日記（家族の大切さ） 

運営者の願い その日の出来事や心に残ったことを短文で書いて相手に伝えたり、相手からの話題

に対して短文を書いて応えたりする活動を通して、互いの興味や関心、出来事を知ると

共に、互いの思いや考えに気付くきっかけづくりとする。 

学 習 の 内 容 

＜取組の概要＞ 
コロナ禍が明けたことを一つの機会とし、その間、在宅取組（一家庭一ボランティア）が主であっ
た本校の家庭教育学級の内容を総点検しました。参集型（講話や子育てサロン会）の講座を再開
し、実施の順番等も工夫し、新たな一歩を踏み出しました。 
今年度、一番大切にしたいと考えたのは、親同士が共につながり、共に学び、楽しく子育てがで
きる環境を作り出すことです。１０月末に取り組んだ実践は、子ども・保護者の感想から、温かな親
子のふれあいが十分に汲み取ることができる充実したものとなりました。 

＜取組の内容＞           親と子の心の交換日記 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

在宅取組型（小学校） 

別紙様式１ 

「子ども達の活

動意欲を掻き立て

るものの根底には、

親子のふれあいと

そこから得られる心

の安定が大切」と

いう想いをもち、家

庭教育学級のテー

マを新しくし、年間

計画の講座内容を

意図的・計画的に

位置づけられまし

た。前年度踏襲とい

うスタイルを打破

し、保護者と学校担

当者が、連携し意

欲的に家庭教育学

級を盛り上げていこ

うとする姿勢が伝わ

ります。 

 活動時のお知らせ

の文書の中に、「ち

ょっと参考に…この

取組を行う際に大

切にしたい会話の

ヒント！！」の記載が

あります。 

･オープンエンドの質 

問をする 

･相手の話をじっくり 

聴く 

･共感を示す 

・肯定的なフィードバ 

 ックをする 

・感謝の気持ちを伝 

える 

保護者が取り掛か 

りやすいよう、「オープ 

ンな対話」と「共感的 

な聴き方」のヒントが 

提示されています。文 

字と言葉で親子がふ 

れあう心温まる取組 

です。 

２年生 ぼくとお母さんの交換

日記 

➀今日の出来事の中で、心に残ったこと、できたこと、できなかったこと等、家族に伝えたいことを 
子どもが短い文で書く。枠の中にはその時の気持ちを表す顔文字を描く。 

➁子どもの書いた文章に対して、大人（おうちの人）が感じたことを短い文章でコメントする。同様 
に丸の中にはその時の気持ちを表す顔文字を描く。        

➂次の日は書き始める人が逆になり、大人（おうちの人）が今日の出来事で心に残ったこと、でき 
たこと等、短い文で書く。枠の中にある〇の中にはその時の気持ちを表す顔文字を描く。 

➃それに対して子どもが返事を書き、その時の気持ちを〇の中に顔文字で描く。 
  ※上記を繰り返す。取組期間は、１０日のうち８日分を目標とするが、１日でも２日でも、無理の 
    ない中で進めていくことを可とする。 

 ３年生 私とお母さんの交換日記 

 親と子の心の交換日記でお子さんと
会話して、どんなことを思いましたか？ 
 普段の会話ではあまり話さないようなこ
ともやりとりでき、嬉しく思いました。日頃
親である私の気持ちを伝えることはほと
んどなかったかもしれない…との気づきも
ありました。（母） 

おうちの人と話して、一番うれしかった
こと、心に残ったことは何かな？ 
  全部。いつもは、私の今日あった出来事
や気持ちを聞いてもらうことが多いので、
お母さんが今の気持ちを話してくれて、う
れしかった。（子） 

おうちの人と話して、一番うれしかっ
たこと、心に残ったことは何かな？ 
 お母さんにうれしい気もちや、時には
かなしい気もちをわかってもらえてうれ
しい。（子） 

 
親と子の心の交換日記でお子さんと会
話して、どんなことを思いましたか？ 
わが子のちょっと違う一面を見た気が
しました。ワクワクしながらやりました。あま
り学校生活のことを話してないのかな～。
これからはもう少し会話を増やしたいで
す。（母） 

２年生 ぼくとお母さんの交換日記 

  記 

貴 

＜児童・保護者の感想より＞ 

 

取組を通じて、親子で楽しいひと時を過ごす
ことができました。 



 


